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1. まえがき
本文は2ページ目(ここ)からです．2段組で書いて下さい．
2. 方法
2.1. フォーマットについて
フォーマットは下記のとおりです．
2.1.1. 紙の大きさ
紙のサイズはA4です．
2.1.2. 余白について
上下の余白は3 cm，左右の余白は2 cmです．
2.2. 最大ページ数について
　最大ページ数は8ページです．
3. 図やデータについて
3.1. 日本超音波医学会 基礎技術研究会 単独開催の場合
ご提出頂く原稿電子ファイルにカラー画像が含まれていても結構ですが，印刷の際はモノクロ印刷になります．ご了承願います．印刷された資料は当日参加者に配布されます．
3.2. 日本超音波医学会 基礎技術研究会，日本音響学会 アコースティック・イメージング研究会共催の場合
3.2.1. 基礎技術研究会資料
ご提出頂いた原稿電子ファイルは，モノクロ印刷され当日参加者に配布されるとともに，3.2.2節に記載のとおりWebライブラリとしてライブラリ登録者がWebから閲覧できるようになります．カラー情報はWebライブラリではそのまま保存されますので，是非カラー図をご使用下さい．
3.2.2. アコースティック・イメージング研究会Webライブラリ
ご提出頂いた原稿電子ファイルはアコースティック・イメージング研究会のWebライブラリにも登録されます．原稿のカラー情報はそのまま保存されます．また，動画や音声などのマルチメディアファイルもご提出頂き，Webライブラリに登録することができます．マルチメディアファイルは，原稿末尾の「参照データ」の項にファイル名と内容の説明をご記術頂くともに，本文中でも適宜ご引用下さい．
4. まとめ
本稿では，著者の皆さまにご提出頂く原稿等につき説明いたしました．ご協力のほどお願い申し上げます．
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参照データ
Movie.avi: 声帯形状の時間変化 (動画)．

Sound.wav: 音声信号の時間変化 (サウンド)．








